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県産木材の利用促進に関する実施状況について 

 

１ 趣 旨 

平成30年10月９日に公布・施行された「広島県県産木材利用促進条例」に基づき，県産木材の利

用促進に関する取組を進めており，令和元年度の実施状況について，とりまとめを行った。 

 

２ 実施状況 

（１）公共施設等における利用促進 

ア 公共建築物の木造化・木質化 

県営事業については，木造化率93％，木質化率100％であった。 

区分 対象件数 木造･木質件数 木造･木質化率 木材使用量 うち県産材 

木造化 14 13 93％ 814㎥ 253㎥ 

木質化 ４ ４ 100％ 212㎥ 27㎥ 
 
県が市町や民間事業者に補助した事業については，木造化率41％，木質化率94％であった。 

区分 対象件数 木造･木質件数 木造･木質化率 木材使用量 うち県産材 

木造化 22 ９ 41％ 459㎥ 92㎥ 

木質化 16 15 94％ 10㎥ 5㎥ 

注）木造化の対象件数は，３階建て以下で延床面積3,000㎡以下の建築物を対象とする。 

※ 令和元年度から木造化の判断基準を「３階建て以下で延床面積 3,000 ㎡以下の建築物」に変更したが，県営事業の

1 件が旧基準である「２階建て以下で延床面積 1,000 ㎡以下の建築物」に基づき設計が完了していたため，木造化率

が93％となった。 
 

    ≪県が整備した公共建築物の木造化≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪県が整備した公共建築物の内装木質化≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島叡智学園 小体育館，倉庫棟（大崎上島町） 

宮島ターミナル（廿日市市） 
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    ≪県が補助した公共建築物の木造化・内装木質化≫ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 公共土木工事等での木材利用 

治山事業及び林道事業における工作物及び仮設資材等に県産材を利用した。 

工種 施工量 木材使用量 うち県産材 

筋工 259ｍ 238㎥ 14㎥ 

丸太積工 10㎡ 1㎥ 1㎥ 

丸太残存型枠 921㎡ 109㎥ 109㎥ 

木柵工 38ｍ 3㎥ 3㎥ 

丁張板・杭 4㎥ 4㎥ 4㎥ 

     

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国府小学校放課後児童クラブ（国府公民館施設の一部） 

（府中市・内装木質化） 
認定こども園宝徳幼稚園（呉市・木造化） 

丸太残存型枠（福山市） 
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ウ 備品等での県産木材利用 

 イベントにおける備品等に県産材を利用した。 

取組名 取組内容 県産材利用量 

イベントにおける

木製品の導入 

「第37回全国都市緑化ひろしまフェア」において，県

産材を利用した掲示板，木製ブランコ，木製プランタ

ーを設置 

13㎥ 

 

（２）公共施設以外の建築物における利用促進 

 木造住宅に県産材を供給する取組を支援するとともに，店舗や事務所等の非住宅建築物への県産

材利用に取り組んだ。 

取組名 取組内容 県産材利用量 

県産材消費拡大支

援事業の実施 
住宅分野等に県産材を利用する取組への助成 20,274㎥ 

 

（３）新たな用途の開発と販路の拡大 

 県産材の高付加価値利用につながる新たな用途開発や販路拡大の取組を支援した。 

取組名 取組内容 場所 

「ＷＯＯＤコレクショ

ン令和元年」に参加 

東京都主催の木材製品展示商談会「ＷＯＯＤコ

レクション令和元年」に県産材を活用した建材

や家具などを県内企業と連携して出展 

○期間：令和元年12月10日～11日 

○出展規模：41都道府県，268社･団体 

○来場者数：約4,200名 

東京ビッグサイト 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

木製品の限定販売を実

施 

都内の広島県アンテナショップにおいて県産

材の木製玩具等を限定販売 

○期間：令和元年10月１日～31日 

ひろしまブランドシ

ョップ「ＴＡＵ」 
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（４）木質バイオマスの利活用の促進 

 地域内で完結する小規模な木質バイオマスの熱利用の取組を支援した。 

取組名 取組内容 場所 

地域内エコシステム構

築検討 

木質エネルギーの熱利用による森林整備の

促進と地域の活性化を図る「地域内エコシス

テム」の構築に向けて，事業可能性の調査を

実施 

東広島市 

里山バイオマス利用促

進事業 

地域が一体となって里山の未利用材をバイ

オマス燃料として活用するための組織づく

りなどの取組を支援 

広島市 

安芸高田市 

三次市 

庄原市（２地区） 

世羅町 

 

（５）普及啓発 

 木材の良さや利用の意義を学ぶ木育活動や木材利用に関するコンクールへの応募の働きかけ，県

民等への県産材利用の機運醸成に取り組んだ。 

区分 取組名 取組内容 場所 

木育の推進 「ひろしま木育

シンポジウム」

の開催 

【主催：木育普

及委員会】 

木育や森林に関わる団体・企業等のネットワ

ークを広げて木育の更なる推進を図るシンポ

ジウムの開催を支援 

○期間：令和元年11月９日～10日 

○参加者：402名 

広島産業会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県産材に関す

る情報発信 

県立図書館との

連携によるＰＲ 

県内の木造建築物のパネル展示や木製ベンチ

等を設置して県産材をＰＲ  

○期日：令和元年10月１日～11月３日 

県立図書館 
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区分 取組名 取組内容 場所 

県産材に関す

る情報発信 

「木材利用優良

施設コンクー

ル」に参加 

【主催：木材利

用推進中央協議

会】 

木材利用に資する優良な施設を表彰するコン

クールへの応募を広く働きかけ，県産材を使

用した木質化施設「おりづるタワー屋上展望

台」が国土交通大臣賞を受賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）人材育成 

県内の建築士が中心となり，森林林業・木材産業等の関係者と結集して設立した「ひろしま木造

建築協議会」と連携して，木造で設計が提案できる人材の育成に取り組んだ。 

取組名 取組内容 場所 

技術研修会の実施 木造による中大規模建築物等を実現するための研修会を

実施 

○期日：令和元年６月13日 

○参加者：37名 

広島市内 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

木造建築担い手講座

の実施 

木造建築の担い手である学生に，木材・木質材料，木質

構造などについて学ぶ機会を提供 

○期日：令和元年９月20日～21日 

○参加者：55名 

廿日市市内 
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取組名 取組内容 場所 

現地研修会の実施 都市木造の設計技術を活かした木造建築物の見学及び意

見交換を実施 

○期日：令和２年２月７日 

○参加者：14名 

三次市内 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 推進体制の整備 

○ 広島県県産木材利用促進条例第 18 条に基づく県産木材の利用の促進に関する施策を総合的に推

進する体制として，県，市町のほか，川上から川下までの事業者等で構成する「ひろしま木づかい

推進協議会」を令和元年11月29日に設立した。 

○ この協議会の目的を達成するために，本年５月に県産木材の利用促進に関する具体的な活動を企

画・実践する「専門部会」を協議会内に設置し，具体的な活動の議論をスタートさせた。 

 

【体制イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①運営委員会 
➣運営の総括（専門部会で検討した事項の確認，情報発信検討） 
➣協議会活動に対する助言・指導等 

③協力委員 

ひろしま木づかい推進協議会 

②専門部会 
・具体の活動を企画・実践する団体 
・各分野の代表者 

研究・教育 
分野 

非住宅 
分野 

木造住宅 
分野 

製品開発 
分野 

バイオマス 
環境分野 

木育普及 
分野 

各市町 賛同企業等 

連携・協力 
情報共有 

事務局 
広島県林業課 

➣各分野における具体的な活動内容及び課題等の共有 

➣課題解決に向けた取組内容の検討 

➣県産木材の利用促進に向けた取組の提言取りまとめ等 
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４ 今後の取組 

○ 「ひろしま木づかい推進協議会」を中心として，住宅分野に加え，公共建築物や店舗等の非住宅

建築物の木造化・木質化，木製家具等での高付加価値製品の開発や販路拡大に取り組む。 

○ 県では，関係部局の課長を構成員とする「木材利用推進会議」を活用して，公共建築物等におけ

る木材利用の意義，必要性などについて周知徹底を図る。 

○ 市町に対しては，木材振興や建築物の設計・発注を担う職員を対象としたワークショップを開催

し，コスト削減の事例や木材調達に関する情報を提供，効果的な木造設計の手法を考えるグループ

ワークの実施など，木造建築に対する市町職員のスキルアップと意識改革を図る。 

 


